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家族周期の移行パターンによる老後意識の差異

－1982年、93年、95年の農村中高年既婚女性の追跡調査より－

Ｏ常葉学園大教育　佐藤宏子

　目的　農村家族において、1982年から95年の13年間に生じた直系家族の家族周期段階へ

の回帰、停滞、逸脱の移行パターンによって、老後意識にはどのような差異が認められる

かを明らかにする。

　方法　①大量調査:1982年了月、静岡県志太郡岡部町朝比奈地域において30～59歳の有

配偶女性475人の訪問面接調査を実施した。次いで、93年了月追跡調査を実施し324人か

らの回答を得たo ②事例調査:1995年８月、82年と93年の両調査に回答した対象者のうち

　〔Λ世帯〕:11年間に直系家族の周期段階へ回帰（37人）.・〔Ｂ世帯〕：あとつぎの結婚
難によって直系家族の周期段階への移行が停滞（42人）,〔ｃ世帯〕：直系家族の周期段

階から逸脱、及び逸脱の可能性が高い(36人).〔D世帯〕:82年、93年ともに「他出な
し」「他出始まる」m人）.〔Ｅ世帯〕:82年時点で直系家族の周期段階に回帰済み（

口人）.の家族周期移行パターンの附帯に属する180人を対象に事例調査を実施した。

　結果　①家族周期移行パターンによって、「既婚子との同別居希望」「同居既婚子との

居住形態一家計の共同・分離」［老後の生計維持の方法一不自由になった時］「不自由に

なった時の世話の担当者」が大きく異なる。c82年、93年の両時点において「一貫同居」

　I長男同居j　「既婚子との住宅・家計・食事の共同」を希望する者はＢ世帯に最も多い。

③不自由になった時に「子供による扶養」と「長男の嫁の世話」を希望する者は、Ｅ世帯

に最も多く、次いでＡ・Ｂ世帯の順である。これに対して、ｃ・Ｄ世帯ではr年金・恩給

等」の希望者が多く、「長男の嫁の世話」になることを希望する者が少ない。

2Wa－6 老後問題のライフヒストリー　一奈良市での聞き取り調査を事例として一

　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良女大生活環境　　宮坂　靖子

　【目的】我が国では19
8 0年前後から、「老後問題は女性問題である」との認識が定着

し、高齢者問題が女性学や女性社会学において主要なテーマとなった。特に女性には従来
ケア役割が配当されてきたゆえ老親介護の問題に比重が置かれてきた。このような「老人
問題」に対して、女性達が自分自身の老後に主体的に向き合うことによって生じた問題を

　「老後問題」とし、この老後問題がいかなるものであるのかを考察する。
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　【方法】奈良市にある県女性センター主催「なら女けゼミナール」を受講し、その後も自

主学習グループに参加している6 3～3 2歳の2 1人の女性に、１～４時間のインタビュ

ー調査を行った。

　【結果】少数のサンプルではあるが考察の結果、19 2 5年以前生まれの第１世代、1 9

　25～５０年生まれの第２世代、19 50年以降生まれの第３世代に分類することができ

　た。第１世代とはヽ老璋問題に向き合う向老期を経ずしてヽ老後期に老人問題に直面した

　世代である。それに対して、第２世代は中年期と老後期の間に向老期という１つのライフ

｡ステージを有している。老親の介護問題と関ねりながら、自己の老後問題、すなわち自己

のF老い」に向き合っており、このことが現在の生活（「生い」）の主要な課題となってい

る。なおこの世代間の差異は、人口学的条件から七規定されていることも重要な要因であ

る。またこの世代では、従来のイエ制度に基づく父系意識が双系化、さらには母系化へと

変容してきている。団塊の世代以降の第３世代には、家族の枠にとらわれないF自立と共

生」への模索、自己の人生対する自己責任の明確化などの特徴が看取できた。
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